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森田司郎名誉教授インタヴュ— I Interview with Dr. Shiro MORITA 

（森田）私は退官して 10年になリますが， ・1 0年

はすぐぞすね。伊勢先竺とはちょうど入れ晉わリ

です。廊下ですれ違いましたかね。

研究室配鷹の頃

（森田）僕は昭和 28年入学ですから研究室に配

属されたのはB召和 31年の春です。しかし，当時

の研究亘配属というのは今のようなものではなく，

きわめてファジーなものでしだ。どごの所犀かも不

唄確で，強いて言えばここだという惑じでしたね。

（森田）そのときの同級生は 30人でした。私はた

ま左ま坂青争雄先生のゼミを選びまし応が，そのゼ

（古阪） traverseで企画しています名誉

教授インタヴューは，我々が，先生方に

当時のお話をお伺いするという目的もあ

リますが，昔のことを若い学生に伝える

という意味もあります。桂に移転してし

まったので，とくに昔の話を残していく

のは貴重です。もう一つは，名誉教授の

先生方から今の建築界，京大建築あるい

は社会へ苦言を呈していただきたいと考

えておリます。どうぞよろしくお願いし

ます。

（伊勢）私は 19 9 8年にこちらに来た

ので，今で 10年目ですが，先生が退官

されたのは何年前ですか？

（大崎）大学に入られて研究室に配尻され

た頃のお話をお伺いしたいのですが。

（占販）その時の学生は何人ぐらいでし

たか？
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（古販）坂先生は，洞竜会（建築系教員

の懇親会）で遠目に拝見したのが最初で

最後です。

（大崎）コンクリート系を選ばれた理由

を教えてください。

（大崎）たまたま横尾義貫先生の学位論

文を西澤英和先生からいただいたのでお

持ちしましたが，昭和 28年のこの論文

もガリ版です。その頃は大変手間がかかっ

たのでしょうね。

（古防）持っておられて個人的に活用さ

れにくい本は建築の図書室に置いたらい

いかもしれませんね。

話を戻しますが，坂先生が活躍されてい

るという理由で研究室を選ばれたという

ことでしたが，その当時でも環境系とか

意匠系という大きな区分があったので

しょうか。あるいはそれも関係なく全く

フアジーだったということですか？
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ミの学生は 3人でしだ。そのうちの 1人は全く出

て来なかったので，実質2人です。

（森田）坂先生は偉い先生ということを聞いて希望

しましたが，コンクリートにはあまり興味があリ

ません万した。（笑）しかし，私の頭では力学は

ちょっとものにならないというということもあっ

たので•••。 4 回生のゼミでは，寂先生がしょうが

ないからつぎあいぎしょうという感じて，本を読

みました。今でも寛えていますが，フライ・オッ

トー (FreiOtto) のヘンケンデ・ダッハ (Das

ha ngende Dach) という吊リ屋根についてのド

イツ語の本でした。コピー機もない頃なので，ど

うしようかと思っていだのですが，もう一人でて

くる同般王の渡口正彦君はたまた衷タイプが上手

て，カーぢン紐にタイプして，転室でローラーを

使って万 1)版で屑リリましだね。写真は先生の手言午

の亭をのぞき込みましだ。

（森田）そうぞすね。私もそういうような苔の本は

よくでてきます。持っていても仕方がないなとい

うような感じのものもあリます。増王友也先王の

学位論文の縮版とかもあリますね。あれもガリ版

ですな。

（森田）そうですね。僕らのイ中闇でも誰か伺研究室



かということは知らなかっだです。全のような縦

割リのようなゼミという単位はなかったですね。"京

大建築の学生は何でも出来るように款育してある”

と森王慶一先生か就職先の重役に言ってくれ斤こ

とをその学生か聞いて発奮したということもあリ

ます。

（森田）そうでしだね。実膠は吐会に出てから寛え

るからという感じ万した。社会に出だら，京都大

学を卒業したということで，伺でもがんばろうと

いう意嵐があっだと思います。大学院を卒業する

と，知らないとは言えないので，字土会にでてから

一生懸命勉強するでしょう。例えば、坂研究室で

全然出席しなかった同級生は，就職してから勉翌

して頑張って，後に準大手ゼネコンの社長になっ

てい衷す。"エーあの人が社長に＂と坂先生の奥さ

んか心配していました。

（森田）僕らの同期は多記です。里）ii紀章も同期て

すし，みんなそれぞれ多彫に活躍しています。今

でも 5年に一度は会いますね。亡くなった名古屋

大の坂本順も同期てす。

（森田）僕らが就聰するころは昭和 32年頃です

が，すごい不況期てした。学部卒業で大手ゼネコ

ンに入ったら，皆で万歳して喜ぶような状況てし

た。学音13から大手ゼ字コンに行くのは数人しゃ

なかったかと思います。就聴が難しかったので，

執行塵予盟で大学院に進学しましだ。だから僕ら

の同期では修土に進んだのか畏例に多かったです

ね。 30人中 10人以上進学しました。

（蒜田）曖峠万したね。学部の成績があるレベル以上

ならば無試験という制度があリましだか，試験を受け

れば大1本合格という感じ万した。

（大崎）京大建築では実務に直接関連す

ることを教えなくて，企業に入って現場

でーから教育を受けるという感じですが，

当時からそうでしたか？

（古殴）同級生には、建築生産の非常勤

講師をしていただいた徳永義文さんがお

られますね。

（大崎）その後大学院に進学されて，

研究者になろうと思われた動機を教えて

ください。

（大崎）定員は曖昧でしたか？

（大綺）今でいうところの博士課程のよ
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うなものですね。

（査田）そうですね。配属されてからも，今みたい

に，ソフト面でもでも／＼ード‘面でも，先生が 生

懸命世話してくれるということはあリませんでし

た。机もボロボロのドロまみれの物が 1個与えら

れるだけという感じでしたその机をぎれいにして，

机を集めてピンポンをして遊んでいたかな（笑）。

川崎清先輩もその一人だっだ。

（伊勢）学生のころは東別館におられたと

おっしゃいましたが、その時の雰囲気を教

えてください。研究室の枠がなかったとお

伺いしたのですが，そのとき仲間とどのよ

うに過ごされましたか？例えば東別館にど

のような人がいて・・。

修士課程の頃（東別館）

＂＂ l/ 
（
 

（森田）東別館の 2階の部屋に構造のグループがお

リました。修土の学生だけがいましたので， 5 , 6 

人でしょうか。別の部屋に計画系，環境系が居た

のかな。スチールサッシが閉まらない，開かない

という状態でした。今の新鰐が建っている場所に，

一陛が RCで二階が木造の製四室というボ□校舎が

あって，そこにド‘クターコースとか研究員がこ‘ろ

ついていました。そこでもゼミという単位はあリ

ませんでしたね。

（伊勢）今の桂キャンパスではゼミが細

分割されていて，研究室の間ではコミュ

＿ケーションがとリにくい状況です。机

もきれいで良い研究環境や実験環境が与

えられているのですが，学生同士のコミュ

ニケーションがないことの影響を心配し

ています。

（森田）勉強する部屋を 緒にするというような物

理的な対処法でも解渓できると思います。私の学

生時代は他の学三の実験を手伝いに行っだリし

ました。手伝いに行っているのにぼろくそに怒ら

れて，伺で怒られないといけないの，というよう

なこともあリましたね。

（大崎）今では不可能に近いですね。
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（森田）大倅， E1本人はそのへんか下手ですね。私

が現役の時でもそういう慮買があリました。オー

プンマインドに四きだいけどなかなかできないと

いうのはあリ衷したね。

坂静雄先生

（森田）そうですね。しかし，学部のときは坂先生

，I人に指導していだだぎました。修土のごろの構

違系のメンバーは，坂本順とか竹中の久徳，近大

の中日啓ーとかです。

（裔田）いえ，模尾義貫先生や祖橋諒先生も指導ざ

れていたと思いますが，みんな指導してくれない

先生ばかリでした（笑）。

だけど，それぞれ，修士論文というものは書きましだ。

修土2年の夏休みになっても坂先生は何も言わないの

で，研究テーマを催但しに冒きました。坂先生は実

験をやってもらうとお金がかかるし困る・・イ可をして

もらおうかな• •などとおっしゃっていましだね（笑）。

（古阪）専門分化が進んで，各分野の先

生も研究室単位の運営を良しとされてい

るのでしょうね。今の桂キャンパスの部

屋配置についても，大部屋にするか，今

のような設計にするかまざに自由だった

のですが，結局伝統的な配置になリまし

た。だから変わらないのでしょう。もっ

とも我々に発言の機会はあリませんでし

たが。森田先生がおっしゃられるような，

ワークスペースを一緒にするというのは，

いくつか環境系でやっているのではない

ですか？

（伊勢）環境系も建築学専攻と都市環境

工学専攻に分化していて，交流が難しい

ですよ。

（古霰）話を大昔に戻しますが，先生が

修士のときは，上に六車煕先生や金忌潔

先生がおられたのですね。

（古阪）いま名前が挙がったメンバーは

全員坂先生の指導を受けていたのです

か？
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（大崎）坂先生はお金を持っておられた

のではないですか（笑）？

（古阪）坂先生がRC構造の本を書かれた

のはそのころですか？非常に分かリやす

い本で今でも覚えています。

（大崎）坂先生は非常に厳しい先生で，学

部の最初の講義で何か質問はあるかと聞

いて， 5分間質問がないと講義を終わり，

その次の講義も 5分間質問がなければ終

わリというようなことをされて，これで

はいけないと学生が3回目の講義で質問

をすると丁寧に説明をされたというお話

を聞きましたが，そのようなことは実際

にありましたか？

（大崎）その時はドイツ語の本を翻訳す

るのが研究として残っていたときですね。

（石田） 5分間黙っていた学生は，教科

書を勉強してすでに理解していたという

ことですか？

（石田）今そんなことをしたら授業評価

等で大変なことになりますね。でも，そ

れで教育が成立していたのなら良いのか

もしれませんね。

森田先生インタヴュー I Interview with Dr. Shiro MORITA 

（森田）校費としてはそうですね。結局，研究費の

ついたプロジェクトの手伝いをして，そのデータ

を使って自己流に修土論文を書きました。その結

果私はその研究には非常に貢献することになっ

たと思います。一生懸命やりましたからね。

（森日）学部の時は，坂先生の書かれた「鉄筋コン

クリート学教程」という本が教科書で，授業では，

その本の数十頁の部分に関して何か質問があるか

と聞かれ，学生は全員うつむいて黙っていました

ね。すると，＂来週は 50~80頁まで勉強して下

さい。今日はこれで終了。＂

（森田）いえいえ私は丁寧に説明された経験は全く

ありません。誰かが質閑すると，それはミスプリです。

あなたたちが質問しないのは，外国の本を読まないか

らですというようなことを言われていましたね。学生

には外国の本を読む動機がありませんでしたけど。

（森田）そうですね。読んでいたら難しいことは書い

ていないのですが，あの講義は 5分うつむいて，黙っ

ていればよかったのですよ（笑）。



（森田）そうですね。それから，試験のときは，わ

リと監督が機指していませんでしたね。前後左右

を参阿しなから受けました。ただし，同じことを

書くとバツにされましだ。"見ても良いけど，同じ

ことを書くな＂というような学生間の自工性もあリ

家したね。

修士課程の修了後

（森田）詔和 34年に修了しました。修了1食は楕造

辰計をしようと思い将来は自営してやろうと

思ってい京した。そこで，教室主任の酌田敏男先

生に東灼詞三先生の設計事務所を紹介されて就職

しました。その頃は，散室主任は毎年，前田先生

でした。一番若い教投だったからですが。

（否田） 1年2か月働いて，助手として京都大学に

戻ってぎました。東畑先生の所に行っだのは良かっ

たのですが，京大の大学院を卒業しだの店ら構迩

は何でも知っているのだろうということで，何

から何までやらさ机ました。寝る時以外は仕事し

ていだという感じだっだので，かなリ痩せ柾って，

親が心配していましたね。これはしんどいという

時に，六車先王から大学に戻るお話を頂ぎ声した。

大学も）＼手不足だったのでしょう。

（森日）そう万す稔。嘉堪していきまし応。殴計事

務所ではしんどくてた翫らんので大学に戻って楽

をしようと思っていたら，業の上，楽てしたけど•。

逆に何もやる／）レマかなくて， 1可をするか探すの

には苦労しましたけどね。

（蒜日） 3 5年に助手として戻ってぎて， 3 6年に

講箇になリました。人手不定で謂義を手伝わない

といけなかったからだと思います。実質は構造汀

昇の請義と実験の袖助をしていました。記憶が確

かではあリませんか，中村＇「亘善さんはアメリカか

（大筒）修士課程修了の後はどうされま

したか？

（大崎）それからしばらく勤められたの

ですか？

（大崎）その頃から少しずつ学生が増え

ていったのですか？

（大綺）助教授になられたのは 7
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（大崎）その後材料学講座に移られて，

建築材料の研究をされたのですね？

（大崎）材料の研究は，最近では先端的

な研究になってきていますね。以前は古

典的な分野でしたが。

（大崎）教育と研究そして，社会的役

割とのギャップについてお話していただ

けますか？教育についてはどのように考

えておられましたか？

森田先生インタヴュー I Interview with Dr. Shiro MORITA 

ら戻ってきて立命朗におられ、その当時は力学を

数える専任の教官がいなくて，私か力学の講義の

一部をしたかもしれません。

講義と研究

（森田）残念ながら，私には建築材斜の研究をし

た実感も実績もあリません。吃和 39年頃に建築

材料学講巫が増設されていますが，それ以酌も以

後も建築豆覇の隣義は非常罰講師にお嗣いするの

が教空の方針でしだ。材料の講座は担当教官が実

質不在のままという良ぎ時代が続いています。且召

和53年に私が材料講座担当教授にしていただぎ

ましだ。その閤の所犀は不確かですが，実質は六

車先生のところの助教授の役割で， RCの圧究を

していました。講座担任の毅授が建築材料の講義

をしないわけにはいきませんので，担当しますが，

最初の 5年ぐらいは， 般汀料はゼネコンや事務

所の方々に芦公式に調義を分担してもらいました。

さぞ迷惑だったろうと思いますが，皆さん見本

を会社から持参して熱心に協力下さいましだ。こ

んな無理も続けら礼ないので，教科書を共著で書

いてそれを使って自前で講義をしだのは停年の

1 0数年前からと店リます。建築材料全般につい

て敦育対象にするのも，研究対象にするのも非常

に難しいことだと思います。

情田）一部分についてはそうですね。昔は与えら

れた材料をうまく使う側の立場でしたが。今は作

るという立場，うまく組み合わせて新しい性匿を

創るという立場も少しずつ増えてきています。

（森田）教育では建築材芦，ガラスとか，ビギナー

に幅広く教えないといけない。しかし，研究は RC



をやっていました。それをうまく住み分けしなく

てもよい立場の先生を非掌(こ羨ましく思っておリ

ました。しかし，そ礼で給料をもらっているので

しかたがないと割リ切って，精―]不講義をやって

いました。

京都大学以外の先生は私が達築材料を教えている

ということに驚いていたみたいですね。東京大学

ではその辺の区分，住み分けが厳密だったと思い

ます。例えば、式藤• 青山研究室では， RCはやっ

てもコンクリートはやらない。浜田・岸谷研究室

では，コンクリートをやるけれど， RCはやらない

とか万すね。それが関東系列大学の住み分けの手

本になっている。隣の家とは垣根越しにはケンカ

しない。関西系ではこの垣相がない坂先生の考え

方が影響していると思います。 RCを研究するには，

これに関豆―るコンクリートの＇性質の研究が必要だ

と三う立場でしょう。それが伝統としてずっと今

でも読いているようです。

東大の建築の外部評価委員をやったとき，皮肉交

じりに明治時忙の縦罰リが現在までずっと続いて

いる東京大学と書いだら，東大の教室主任の鈴木

先生は批判とは受け取らず，誇らしげに写告書に

暑いていぎした。

（森田）躙座数も増えだからでしょうが，やはリ本

家があい弟子はここにいてというのも涜って，研

空の対象は変遷しても，考え方の伝統は脈々と受

け継がれているのが良いのではないかと思います。

坂記念館

（森日）坂記念館ができるまでは，坂先生が図面を引

いて達て）尼工学部全体の実験施設（工学研究所）を

使ってい麦しだ。坂先生が退官されるとぎの記念

として，実験室をつくろう， しかも大配のものを，

（大崎）構造ではその垣根がなくなる傾

向にありますね。鉄骨の先生が解析をし

たり，防災の先生が鉄骨をしたリという

ことがあります。

（己翫）坂記念館は今では幽霊屋敷みた

いになっていますが、その設立の背景等

を教えて頂けませんか？

083~ 

Interview with DL Shiro MORITA I 森田先生インタヴュー



実験できるものを作ろうということで，人車先生

が中心となって寄付を募って造ら礼だのが PC樽造

の坂記念乳官です。予算は 10 0 0万円前後たった

かな。文音〖省の出資ではないです。

（古販）坂先生が退官される前に記念館

はできあがっていたのですか？

（森田）退官と同時期といってよいと思います。昭

和 35年には完成していましたね。もっとも現状

の建物の罰半分は昭和 60年罰後に文部省営繕工

事として増殴したものです。紡果的には使いにく

い施殴になっています。

（伊勢）坂記念館2階を音響実験室とし

て利用しています。

（裔日）あそこの 2階は，もともと苦は坂先生の部

屋だったのですよ。

（伊勢）それで使いにくいのですかね（笑）。

（石田）建物は寄付で建設することがで

きるとしても，今では，スペース（配置）

の関題で大学構内に簡単に建物を建てる

のが難しいです。

（森日）出時は，そういうことは難題ではなかった

のでしょう。昔は場所がかなり空いていましたから。
4
 C" r （缶勢）その時の風景は良かったでしょうね。

（森田）昔はデリトリーが漠然としていましたね。

だから，坂記念息官はどこに建てても良かった。そ

の時の国景は杓歌的で良かったですよ。テニスコー

トがあって応。言十算機センターもなかっだし。

（石田）そのころの写真は今では貴璽ですね。

（古販）日本建築総合試験所の設立趣旨

について，若い人に伝えるためにお伺い

したいのですが？

総合試験所

（森田）建言曼省の建築研究所が声京にあリましたが，

関西で実験をしだい思った峙に，そこまで行くの

は遠いので，関西でも大規模実験ができる施殴を

作ろうということで日本建築総合試験所が殴立さ

れました。官庁や建殴業，建築材料メーカー，建

築事務所など広範囲からの塁金で設立した且オ団法
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人で，建設省の認可法人としてスタートしました。

その後は通産省の所轄法人としても機肯ビしました。

（森田）そういう役剛も期待ざ礼ていたようです

が，詐常に制殴されていました。達築センターか

怯占的に認定等の事業がでぎるようにということ

てしょうか。個人名は言えませんが，建設省の高

官だった元理事長がそういう方針を鮮閤に貫か礼

ましだ。

（森田）殴立の経過をよ〈表わしていて，日本板

碩子の社長さんが葬常勤として初代珪事長に麗任

されました。坂先生が所長で，寅畑事務所の東佃

語二さん， 日建設計の塚本さんなどの財界の人が

副理事長に醐任さ机ていましだ。その次に，坂先

生が茸事長を纏かれたのですけど，その当時から，

建製省の天下リの受け団になれという圧力が非常

にあっだそうてす。そのような口を羨ませないた

めに前田先生が坂先生の次を引き受けら礼たよう

ですね。それは，ポリジーとして良かつ］しこの万は

ないでしょうか。私て 6代目ですが， この 10年

間ぐらいに事業円容が多彩になって，現在は構造

計算適合性判定概閃というのを立ち上げなければ

ならないので，苦労しています。

（森田）殷立のときは 10 0パーセント試験晨間万

私が入るまではまだそうだっだのです。

それからいろいろ，古隠先生にも手伝ってもらっ

て、 ISO9 0 0 0言忍証， JIS製品認証建設基準涙

に基つく性醗評価，確言忍検査，なとの事業をfiつ

ています。主事業収入の 30%はご机らの差事業

によっています。適合性判定機関をやるとその比

率がさらに上がってぎますね。

（森田）かなリ私は批判的ですね。今年の 6月20 

日に施行ですから，今こなってはそんなごとを言

える立場ではないですけど。スムーズに造まない

（古 建築センターの関西版とも言わ

れているようですが？

（大崎）日本建築総合試験所の最初の理

事長はどなたですか？

（大崎）材料の認定よリも最近は構造の

評価の比重が大きくなっているというこ

とですか？

（大崎）適合性判定槻関についてはどの

ようにお考えですか？ピアチェックとか

性能判定法を実際に規定するとか...。
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（古販）構造ばかリでなくて，環境工学

とか，ベンチレーションとかにもそのよ

うな規定が増えたようです。

（大崎）学会のほとんどの先生方が法律

には式を書かないで，適切な方法で性能

を検定するということだけで良いじゃな

いかと言っておられます。

（大崎）それは，建築技術者が信用され

ていないということでしょうか。あるい

は人材不足ということでしょうか？

（古阪）国交省だけではないと思います。

私の理解では構造設計者だけでなく，建

築士が信用されていないようです。構造

や環境の先生はあまリ表に出ていないで

すからね。建築士に対する信頼惑がない

のでしょう。

（占版） しかし，行政が分からなかった

事も事実です。構造設計の報酬の基準が

なかったことも原因ですし，誰もその決

め方を知らない。構造設計の職能に関す

るその視点もずいぶん変わってきていま
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と建築活動自体に支障をきたしますが，上手く機

胄Eするかどうか心配です。

この時期にこういうごと［こしないと社会に交寸して

ェクスキューズができないという早りが国交省に

あったのでしょうね。法令違反が王じないように、

細かい規制が巧われます。法徳自体に品格がない

です。細かな実験式が法律の中にでてくるのは品

格がない。そういう奇麗ごとばかリも言えません

けどね。

（森田）そうですね。しかし，実際，適切というこ

とを誰が判断するのかというごとについて国が葬

常に心配なのでしょう。

（森田）構造設計，建築技術者そのものが社会的に

信頼されていないというように国交省が珪解して

いるのでしょうね。そのような理解を否定できな

い現実があるのも事実です。

（森田）そうですね。全く信頼感がないのでしょう。

建築士のリーダーたち自体も特権を守るためだけに躍

起になっている惑じがします。謙肯巳団体として機能し

ていないですね。自分の既得櫂益ばかりを狭々と守ろ

うとしている。



環境系について

（森田）私が学生の時は，少なくとも前田先生が全

部やっておられたですね。それから，松浦先生が

初めての請義をおずおずとされだことを記憶して

います。あっちで光って， こっちに光が反射して，

それからあちらに反身寸してという•••相互反射理論

というのを説唄して頂いたのてすか，善も理解戸

きなかったようてした。あ忙が今でいう環境系の

罰田先生以外の初めての謂塁でしたね。

（森田）それまてはいわゆるアーキデクトの素養・

常説としての建築設信であリ，技術だったのでしょ

うね。この教室でも，例えば藤井厚二先生は，自

然換気等について己分で家を建てて実験するぐら

いの要い興抹を持っておられたと聞いています。菟

嗚や音はアーキテクトの理醒してお（べぎ技術の

ー那という位置づけだったのでしょう。そ礼では

限界があるので専門のフィー）レドをつくらないと

いけないということて，昭和 10年頃に渡辺要先

生かそういうフィールドをまとめられたのでしょ

う。前EEi先生が満州で冷暖房とか換気とかの基礎

工学を狐創的にやられて，そこぢら京都大学に透

境系ができたのでしょうね。

前田先生は環境系の各分野に葬常に影響力があリ

哀した稔。開祖者と言われるような研究をされた

のではないでしょうか。有名な逸話があリまして，

プロフェッサーアーキテクトがカジュアルな服装

すが、今回の基準法改正での第三者のダ

ブルチェックは明らかにエクスキューズ

のためであリ，本当に急ぎすぎた法改正

だと思います。私は，逆に動かない方が

良かったのではないかと思います。法改

正ではなく，法律の下の規則の部分でや

るべきでした。

（伊勢）私の専門は音で，石田先生の専

門は光ですが、森田先生が学生の時に環

境系という区分は存在していましたか？

（伊勢）環境系ができるための社会的な

ニーズのようなものがあったのですか？

なぜ新しい系ができたのですか？
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（大崎）その頃は，環境系に細分類はな

かったのですね。

（伊勢）最初に環境系を発足させた時の思

想と実際の今の状態はかなりずれがあると

思います。環境が設計のなかで大切だとい

うことは分かるのですが，今のゼネコンの

ように細分化された設備の設計フィールド

をみると，環境全体を見通せる状態ではな

いようになっていると思います。

（伊勢）そうです。建物ができた後の環

塙のことですが，人の生活を統合的に考

えた環境ではなく，｛固々の設備の話になっ

ています。そのずれをどうすれば修正で

きると思われますか？

（大崎）構造ならばある程度全体を理解

できます。鉄骨をやっている人も RCの

ことは大体分かる。でも，環境系で熱•音・
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で建築学会にくるわけです。それが前田先生の袢

経にふれて，掴み合いの喧嘩になって，それを坪

井善陸先生がとめだという話があリます。これは，

伝説になっていますね。

ちょっと言舌かそれましたが，つまリ，アーキテク

トが工学の基盤がないまま経験的に光や音や熱［こ

対する設計をやるのはげ艮界があるということで，

環境系がでぎだのでしょうね。

（森日）そうてすね。その当時は建築言曼備と言った

のですけど，環境のそれぞれの先生に千尋意分野は

あリましたか，全部カバーしていたのでしょうね。

（森田）環墳とおっしゃっているのは，建築物内の環

境という狭い意味での環境ですか？

（斉田）現在，建築基準法改正で，ー級建築士の

ステータスを上げるエ天として，特定構迄ー級建

築土ならびに特定設備ー級建築土というのを立ち

上げようとしています。しかし，その対象者をど

うするかという閉題があリ窪す。特に＼設備に関

しては実際に投言十しているのは建築の卒業三

ではなくて，電気や機詞の卒業生ですね。しかし，

その中で，設1肩を専門とするスペシャリストの位

匿づけをする時に，ー級建築士を持っている設備

設計者が少ないので，位濫付けをしにくいと里い

ます。投備設言十の方法を再構築するのは難しいで

す。大学でも分化と統合のバランスを考えられる

と良いですね。



（森田）例えば，環境系のビギナーにとっては，建

築の中の環境の様々な要素がどのように人閤と関

わっているか，建物の性鮨に設信かどう関係する

かというのがトータルとしてなかなか，分かリ

にくいのでしょうね。構造ならは‘，柱があって，

梁があって，実物の建物と直接的に関係している

ので分かリやすい。殴備は隠れている部分が多い

ですね。それをビジュアルに説明するような努力

を，特に学生・ビギナーにされるのがよいと思い

ます。興味を持たすには艮いかもしi'lません。

例えば，総合試験所ではいろいろな分野の実験を

ゃ1)ますが，そのなかで見学の学生に何が一番面

白いかと閏くと。風洞実験が固白いといい告すね。

なぜかと闇くと，結局，そこには，桐田地区の模

梨や都庁の模型があい建築と直接関わっている

と感じることができるからという理由だけです。

やっている内容はセンサ一つげて風圧を測って，

そ机を哀現するだけ店のですが，模型が，風演の

なかで回るのを見るだけで親しみを覚えるの万す

ね。環境菜でも言合偏が建物の性肯ビにどう影喜して

いるのかを教えることか必要だと思います。その

よう怠敦盲方法を［升究的に取り上けて，それを開

発して頂きたい。そうす机ば学生にも興味か伝わ

るでしょうね。

光となると恐らくお互いのことは分から

ないのでしょう。別の問題として，論文

を書こうとなると技術的なことになって，

人間の話はしないですよね。だから，概

念的なことは論文ではなく建築雑誌等に

書いてもらわないといけないのではない

でしょうか？

（伊勢）そうですね。環境系ができた時

の最初の前田先生，松浦先生の時代での，

環境設計土とでも言うのかな。熱や光や

音の再分化された知識を知っているとい

うことではなく，環境設計の統合的な人

間を中心にして建物をどう作るかという

視点で教育できるとよいですね。

089― 

Interview with Dr. Shiro MORITA I 森田先生インタヴュー



090 

（大崎）話題を教育に移して，大学院教

育について，苦言を呈して頂きたいので

すが？ 最近の傾向は，国の方針として，

学生に丁寧に指導するということになつ

ていますね。

（古防）いえ，教育についての思想は

1 0年前とそれほど変わっていないと思

い戸。私自身の主観ですが，教育を雑

用的にやっているという感じがしますね。

大学当局が言う教育と我々の言う教育と

はかなリ違っています。やはリ，教員の

評価は研究にあり，教育にはあリません。

少し評価方法を変えようという動きはあ

リますが，それでもあまり変わっていな

いと思います。

（大崎）もうそろそろ時間が少なくなって

きていますので，今後の京大建築への期待

をお聞かせください。
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京大建築への期待

（森田）そうですか。先生方が大変だと思います。

我々は研究成果を挙げないと大学の敦官としては，

存在感がないと思っていました。今は教育という

ことが厳しくなっているのでしょうね。

（森田）款育を評価する視点が阻確になっていなけ

ればそういうことになるでしょう勾。私が現役の

ころは，力学とか基本的なごとは垣粗をつくって

狭い範囲でやっているという感じがしました。こ

れからは色々な分野の総合が必要だと言われてい

ますが，総合するためにはそれに向かった秩序

立っだ教育が身についていないと実視でぎないと

思います。アメリカの先生と比べると，僕らは少

しごまかしていたという気がします。特に，建羹

は範団が広いのでどういう範囲までを統合して教

育をすればよいのかということは難しいぞしょう

ね。

（森王）桂キャンパスがでぎて，少なくとも入れ物

としてはどこに出しても耳心ずかしくないものがで

きだと思うのですが，研究や教育にどう活用する

のかということが問題ですね。皆さんかなリ大変

でしょうが，あの施設をフ）レに活用するにはいろ

いろと難しいことがあるということは想像できま

す。例えば，今Elはここ（吉田でのごの会讃）か

終わるとあっちに戻らないといけないというよう



なこともネックですし，焦らずにやってください

例えば，外国の大学の先生が日本に来たら，日

本の大学は訪固してもつまらないというのですね。

あまリ栴設もないし。人と会うだけなら大学の外

で良いし。でも，桂キャンパスをフ）レに機龍させ

たらそれは結構魅力的です。日本に来たら京大に

行ごうということになれば良いですね。

（蒜田）応用か利くというか，クリエイティブにや

れるような人問が欲しいですね。この人がこの分

野では最先端に成長するというような核になれる

人杯が求められるのではないかと思います。皆が

核になっても同りますかな。

（森田）そうですね。これは大学の中だけではどう

にもならない万しょう。人材はあまリ羞忍リ固まら

ない人かよいです。先生の人間性も影響し窒すが，

結局まずは人の意見をよく聞くということですね。

横尾先生

（森田）謳尾先生は非常に柔軟'I生のある先生でした。

模尾先生には，私の学位論文の公且恩会に出席して

頂いて，意見を言っていただいて，その後の研究

をそちらの方向に変えたということがありました。

その峙私の研究はモ／トニックローディングの世

界だけでしたが，復元力特性lこ関するご意見を頂

いて，その万阿に発展させたら，有唄要素法の解

祈で実際の現象に即しだモデルを皆が欲しがって

いたので，とてもタイムリーな研究になりました。

模尾先竺にはタイムリーに様々な刺激を与えて

いだだいだと感謝しておリ窒す。

そのほかには，峙々模尾先生が突然，研究室に入っ

（大崎）京大の学生に期待されることは

あリますか？どのような人材がほしいと

かいうことはあリますか？

（石田）社会に出てから最先端に到達で

きるということですね。大学を出た時点

では最先端までは行けないにしても，そ

の行き方を知っているということですね。

（大国）もしよろしければ，お亡くなり

になられた横尾先生の思い出を教えて頂

きたいのですが。
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（大崎）そろそろお時間のようですので，

これで終わりにさせて頂きます。ありが

とうございます。
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てこられて，通常は考えないようなことを不意に

聞かれて，答えに窮して，今度お会いする時まで

に答えられるようにしておかないとと思い，答え

を用意しておくと，質問されたことを忘れておら

れるようなことがしばしばありましたね。横尾先

生は非常に頭の回転が速く，柔軟なものの考え方

をされる先生でした。




